













































































てn体以上の温度 Green関数を ｢モデル｣で置き換える操作が行なわれる.そのような ｢モデ
ル Green関数｣に,出発点のハミルトニアンから要請される種々の物理的条件を明確な形で課
するのがGFTWTRである.それ故,(i)の目的のためにGFTWTRは有効に用いることができるのであ
る.実際,Bayn-Kadanoff理論はGFTWTRを用いて一般化することができる[5,6].
このことは,一方で,次のような見方を可能にしている.すなわち,物理的に意味のある近
似法は,もとのハミルトニアンの持っ種々の対称性のなかで,考察の対象としている現象に関
して■'relevant'な対称性については,正しく反映している.言い換えれば,物理的に意味のあ
る近似法は,そのような'-relevant"な対称性に関するGFTWTRを満足している,という見方であ
る.このことは,逆に,GFTVTRを用いて多様な近似法のなかに潜む頬似性を摸し出すことがで
きること,つまりGFTWTRが(ii)の目的のためにも有効であることを示している.
以上の成果を踏まえて,現在さらに研究を進めている.
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